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News Release

２００５年11月4日


記者各位

ポリプラスチックス株式会社

『研究開発本部 自動車材料開発室』設置について

ポリプラスチックス株式会社（本社：東京都港区）は、自動車の開発戦略や先端テクノロジーの方向性を把握し、当社の技術開発に結びつけることを目的として、11月10日付けで研究開発本部内に『研究開発本部 自動車材料開発室』を設置（室長　勝亦　徹）し、同時に『研究開発本部 自動車材料開発室』の分室を名古屋支店内に設置（分室長　松島　三典）、研究員５名を常駐させるとともに、『研究開発本部 自動車材料開発室 名古屋分室』内に品質保証部員を常勤させることに致しました。
自動車産業は、わが国経済の牽引役としてますます重要性を増してきています。将来的に見ても日本の技術立国の中心的存在としての役割を持ち続けることは疑いのないところです。

従来当社は当社材料を使用して製品を設計・生産する部品メーカーへのアプローチをかけ、共同開発や材料提案することによって、自動車市場を開発し成果をあげてきました。しかしながら自動車は、今後も安全・環境・利便を軸に進化し続け、また自動車そのものもそれぞれが単独だった存在からインフラとの統合が進むような劇的な変化を遂げることが予想され、今後それに伴う数々の先端テクノロジーも次々と開発される事が考えられます。
このような環境下において、当社の将来を見据え、自動車産業の将来技術動向を把握し、新材料・新技術の迅速な戦略的開発を行うため、当社の技術力・テクニカルマーケティング力を結集した組織として、研究開発本部内に自動車材料開発室を設置することになりました。
また、研究開発本部自動車材料開発室の分室を名古屋支店内に設置する事で、自動車産業において世界の中核をなしかつ最も成長が期待される名古屋圏において上記趣旨を実現し、当社のプレゼンスの一層の向上を目指します。
さらに自動車市場における品質保証の重要性を鑑み、当社が2004年に取得したISO/TS16949の実効性を高め、FMEA（設計や工程計画の構想を練る段階で、「起こるであろう品質問題の原因を事前に予測して、問題を未然に防止してしまう」事前管理の手法：Failure　Mode　and　Effects　Analysis）を駆使した品質保証体制を強化する一環として、研究開発本部自動車材料開発室名古屋分室内に品質保証部員を常駐させます。
＜内容＞

· 『研究開発本部　自動車材料開発室』を研究開発本部内に設置する。
· 『研究開発本部　自動車材料開発室』の名古屋分室を名古屋支店内に設置する。
· 『研究開発本部　自動車材料開発室』の名古屋分室内に品質保証部員を常駐させる。
＜設置時期＞

· 2005年11月10日
＜本件に関するお問い合わせ先＞

ポリプラスチックス株式会社　総務部　伊庭野
〒108-8280　東京都港区港南2-18-1　JR品川イーストビル

TEL：03-6711-8600　FAX：03-6711-8606

URL：http://www.polyplastics.com
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